
TOPICS １ 森林作業道研修会を開催しました！

７月１９日（水）に浜田管内の林業事業体、森林組合等を対象とした「新たな森林作業道規格（中
規格作業道）開設研修会」を開催しました。
研修会では、午前中は浜田合同庁舎内で令和５年度から県が新たに支援を開始した中規格作業道

（中型トラックの走行を想定）の規格・構造や補助事業の採択要件等の説明を行いました。
また、午後からは今年度中規格作業道の開設を予定している浜田市後野町地内の山林において、参

加者が５班に分かれ、既設の森林作業道の測量をおこない、中規格作業道の規格を満たす改築案の検
討及び意見交換を行いました。
研修会には、４０名を超える参加があり、中規格作業道の規格・構造や開設時の留意点等について

理解を深めました。
今後、中規格作業道を加えた林内路網整備により、更なる原木生産の低コスト化・原木増産が図ら

れることを期待しています。

室内研修会の様子（午前） 現地研修会の様子（午後）

中規格作業道とは
幹線林道、支線林道又は林業専用道を補完し、森林作業道と組み合わせて、主伐等による木材

の集材・搬出、主伐後の再造林等の森林整備に継続的に用いられる。
中型のトラックの走行や林業機械等を用いた作業の安全性、作業性の確保の観点から、幅員は

３．５ｍ程度（曲線部は拡幅あり）。

中規格作業道の完成横断林内路網の規格


